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がん診療連携拠点病院において、希少がん・難治がん診療での画像診断、病理診
断、多診療科間連携を通じた集学的治療方針の決定、などに関する基礎・応用知
識を習得する

地域のがん診療連携拠点病院等に勤務し、希少がん・難治がん診療に携わる医療
従事者（医師、看護師、薬剤師、検査技師など）が、希少がん・難治がん医療に
ついて理解を深め、希少がん・難治がん患者に対応出来る能力を身につける。

東北大学大学院医学系研究科

希少がん・難治がんISTUコース（インテンシブコース）（テーマ①）

医師、看護師、薬剤師、検査技師、MSW、がん相談室相談員など

1年

希少がん、難治がん対策に必要なカンファレンス講義（別途指定）を6講義以上
受講する。また、がんプロ主催の講義、セミナーの受講可能とする。

＜必修科目＞
がんプロ合同セミナー（希少がん難治がんカンファレンス、最低6回/年参加）
＜後述のがんプロ主催の講義、セミナーを履修可能＞
臨床腫瘍学特論Ⅰ、Ⅱ＊、臓器別臨床腫瘍学特論、腫瘍関連学際領域特論、次世
代腫瘍予防学特論、臨床腫瘍研究開発学特論、がんプロ合同セミナー＃。＊ゲノ
ム医療、希少がん、小児がん、次世代腫瘍予防、腫瘍研究開発に対応、#遺伝子
診療部教育セミナー、がんセミナー等を含む。

がん薬物療法専門医やがん専門看護師など、がん関連専門資格を取得済・あるい
はこれから取得する人を対象とするが、専門資格との連携はない

希少がん・難治がんを診療できる医師、看護師、薬剤師、MSW、がん相談室員な
どは、地域医療を充足できるほどにはまだ養成されていない。地域の患者に希少
がん・難治がんを提供する体制を迅速に整備する必要がある。本プランに関連す
る地域のがん診療連携拠点病院等の医療従事者がインターネットを通じて効率的
に基礎知識を習得できるe-leraningコースを提供する。

【東北大学】
臨床腫瘍学分野および腫瘍内科の教員5～6名

担当窓口
・担当教員名：高橋雅信
・お問い合わせ先：東北大学臨床腫瘍学分野　Tel　022-717-8543


